
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月１３日 

学校名 福井市清水西小学校   

校長氏名  藤 田   修   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ① 学校で節電・節水に努めます。 

 ② 清水西地区の環境、地球環境について学習します。 

 ③ 家庭・地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ① 節電・節水の取組 

   ・環境美化委員が昼の放送で、節水、節電に対する呼びかけを行い、全校に資源を大切にしよ

うと呼びかけます。また、委員会の児童が一日一回環境パトロールを行い、電灯スイッチや

水道出しっ放しの点検を行います。電灯スイッチには委員会児童担当者の名前を貼り、担当

児童や他の児童への意識付けにします。 

   ・花壇や池には、雨水を利用します。 

 ② 環境学習 

     ・公民館事業「自然と遊ぼう」に積極的に参加します。 

・・・自然豊かな清水西地区を自然史博物館学芸員とともに散策し、ため池の生物調査や 

八丁トンボの生態を観察し、環境保全の意識を高める。 

   ・5 年生が環境の学習に取り組みます。「地球温暖化」「川の水質調べ」「ペットボトルのリサ 

イクル」などのテーマを決めて学習を始め、11 月の学習発表会で家庭や地域の人に発表し 

ます。 

   ③ 清掃活動・リサイクル 

・家庭・地域と連携してアルミ缶回収を月 2 回行います。資源回収を 6 月、11 月に行います。     

   ・夏休みに親子奉仕作業で、学校環境清掃活動を行います。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

   ②の環境学習の発表会では、自分の気持ちや考えを伝えるとともに、友達の考えを尊重しながら積 

極的にコミュニケーションをとる力を身につける。また、同じテーマで学習を進めるメンバーと協 

力、協同して物事を進めようとする態度を身につける。 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年 １月２１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名      福井市清水西小学校  

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 学校で節電・節水に努めます。 

② 清水西地区の環境、地球環境について学習します。 

③ 家庭・地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 節電・節水の取組 

   ・環境美化委員が昼の放送で、節水、節電に対する呼びかけを行い、全校に資源を大切にしよ

うと呼びかけました。また、委員会の児童が一日一回環境パトロールを行い、電灯スイッチ

や水道出しっ放しの点検を行いました。電灯スイッチには委員会児童担当者の名前を貼り、

担当児童や他の児童への意識付けにします。 

   ・花壇や池には、雨水を利用します。                           

 

 

  

 

② 環境学習 

     ・公民館事業「自然と遊ぼう」に積極的に参加しました。 

・・・自然豊かな清水西地区を自然史博物館学芸員とともに散策し、 

ため池の生物調査や八丁トンボの生態を観察し、環境保全の 

意識を高めました。 

   ・5 年生が環境の学習に取り組みました。米作り体験からの発展として、「水・土」「地球温暖 

化」などのテーマを決めて学習を進め、11 月の学習発表会で家庭や地域の人に発表しまし 

た。また、県衛生環境研究センター 

から講師を招き、地球温暖化やその 

原因、電球や蛍光灯とＬＥＤの違い 

や電力量や発熱量などを学習しまし 

た。 

③ 清掃活動・リサイクル 

・家庭・地域と連携してアルミ缶回収を月 2 回行いました。資源回収を 6 月、11 月に行いま 

した。 

・夏休みに親子奉仕作業で、学校環境清掃活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

②の環境学習の発表会では、自分の気持ちや考えを伝えるとともに、友達の考えを尊重しながら積 

極的にコミュニケーションをとる力を身につける。また、同じテーマで学習を進めるメンバーと協力、

協同して物事を進めようとする態度を身につける。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 総合の時間に米作りを通して、土や水など自然環境について学びを広げ、外部講師からも広い

視野で環境について考える視点をいただき、児童の中に自然環境を大切にしようとする意識や

地域を愛する心が育まれてきている。 

② 委員会を中心に児童自らが省エネについて考え、意識して行動がとれるようになってきてい

る。 

③ アルミ缶回収や資源回収などのリサイクル活動が地域に定着し、協力する家庭が確実に増えて

きている。 

【改善点】 

・米作り体験については、水田の水管理や農薬散布などの途中の行程についてもより積極的に関 

わっていきたい。 

・省エネに関する取組もマンネリ化しないように、委員会活動を中心にするだけではなく、すべ

ての児童に自分に関する問題として、考えながら活動を進めていけるようにしていきたい。 

 


